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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はインテグリン受容体のα1サブユニットをコードしています。このタンパク質はβ1サブユニットとヘテロ二量体を形成し、コラーゲンおよびラミニンの細胞表面受容体を形成します。このヘテロ二量体受容体は細胞間接着に関与し、炎症や線維化に関与している可能性があります。α1サブユニットには、コラーゲン結合に関与すると考えられるフォン・ヴィレブランド因子I型ドメイン（I）が挿入されています。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	PI3K-Aktシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	ITGA1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	ITGA1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による ITGA1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による ITGA1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

